





























  東北部近代経済発展のスタート 
   東北部近代経済基盤の形成 
   新中国建国から開放改革までの東北部経済 
３、東北部社会経済発展の現状 
  改革開放以来経済発展の遅れ 
   東北部の経済成長 
   東北部の産業構成 
   東北部の継続的発展条件 
    中国地域経済現代化レベルの順位 
 中国三地域 GDP 成長率の比較  
  東北三省の産業構成  










 １）比較優勢の 10 大産業  




 １）比較優勢の 10 大産業  
   交通運輸設備、石油加工、石油と天然ガス採掘、 黒色金属製造、発送電、化学製品、
食品加工、電子通信設備、普通機械製造、非金属鉱物製品 
 ２）将来性の高い５大産業発展群  
   運輸機械工業群、石油化学工業群、工業設備製造業群 
   冶金製造業群、製薬生産業群 
 ３）４大産業発展地帯 
   中心軸とする縦的発展地帯 
   南部横向き発展地帯 
   中部横向き発展地帯 
   北部横向き発展地帯 
四、東北部振興の基本構想 
１、東北部振興の５条方針 
  改革深化、開放拡大 
  市場メカニズムを基礎とする政府機能の発揮 
  自主的役割の発揮を前提とする国家の支援 
  現存の基礎を活用する相対優勢の発揮 
  実情に即する実効の重視 
２、東北部振興の６要点 
  戦略的視点から続くべき経済構造の調整 
  企業の技術更新の強化 
  バランス取れる継続的発展の追求 
  就職と社会保障システムの健全化 
  科学技術教育事業の促進 
  改革開放の推進 
３、中国社会経済発展の第四極 
  珠江三角地域経済圏 
  長江三角地域経済圏 
  京津冀地域経済圏 
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